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令
和
２
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し
た
一
般

会
計
決
算
を
２
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
17
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方

式
と
な
っ
た
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
建
設
環
境
委
員
会
で
審

査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
お
り
、
特
に
本
庁
舎
１

棟
４
階
の
空
調
室
外
機
修
繕

２
２
０
万
円
は
緊
急
対
応
の

た
め
予
備
費
で
充
当
、
予
算

額
を
上
回
る
理
由
と
な
っ
た
。

問　
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
活
用

の
手
応
え
や
効
果
を
伺
う
。

答　
令
和
２
年
８
月
か
ら
運

用
開
始
。
８
９
５
件
の
納
税

催
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し
、

そ
の
88
％
で
相
手
方
携
帯
電

話
へ
の
到
達
を
確
認
、
電
話

催
告
よ
り
効
果
的
に
伝
達
し

た
と
考
え
る
。
送
信
後
約
２

週
間
以
内
で
電
話
連
絡
や
来

庁
、
連
絡
は
な
い
が
納
付
さ

れ
た
等
の
反
応
が
１
８
６
件
、

到
達
件
数
７
８
９
件
の
24
％

で
あ
り
、
催
告
の
効
果
と
思

わ
れ
る
納
付
は
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
他
税
も
含
め
１
９

３
万
１
３
１
０
円
あ
っ
た
。

問　
給
付
決
定
者
の
事
業
業

態
の
内
訳
と
割
合
を
伺
う
。

答　
飲
食
業
が
５
２
４
件
で

29
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
３
６

１
件
で
20
％
、
建
設
業
関
係

が
３
０
７
件
で
17
％
、卸
売・

小
売
業
が
２
３
５
件
で
13
％
、

理
美
容
業
が
１
６
３
件
で
９

％
、
製
造
業
が
72
件
で
４
％
、

教
育
・
学
習
支
援
業
が
36
件

で
２
％
、
不
動
産
業
が
36
件

問　
市
と
し
て
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答　
自
立
相
談
支
援
や
住
居

確
保
給
付
金
を
支
給
。
こ
れ

ま
で
対
象
だ
っ
た
離
職
や
廃

業
で
無
収
入
と
な
っ
た
方
の

ほ
か
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令

時
の
休
業
等
に
よ
る
減
収
で

住
居
を
失
う
お
そ
れ
が
生
じ

る
方
へ
の
支
援
を
拡
大
し
た
。

住
居
確
保
給
付
金
は
条
件
を

大
幅
に
緩
和
、
相
談
支
援
な

ど
を
月
１
回
行
え
ば
条
件
を

満
た
す
も
の
と
し
た
。
受
給

者
に
は
電
話
な
ど
で
一
人
一

人
の
困
窮
状
態
を
把
握
、
適

切
な
支
援
を
心
が
け
た
。

問　
４
か
国
語
に
て
行
わ
れ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
者

の
反
応
等
を
伺
う
。

で
２
％
、
そ
の
他
が
72
件
で

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
飲
食

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
約
半
数

を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

問　
接
種
者
は
前
年
度
か
ら

ど
の
程
度
増
加
し
た
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
接
種
者

数
は
９
２
１
１
人
で
、
元
年

度
か
ら
３
７
０
４
人
、
67
％

の
増
。
接
種
率
は
60
・
４
％
、

23
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

の
同
時
流
行
を
見
据
え
、
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

等
に
対
し
、
東
京
都
の
特
別

補
助
事
業
補
助
金
を
活
用
し

て
接
種
費
用
を
全
額
公
費
負

担
し
、
高
齢
者
等
の
接
種
率

向
上
を
図
っ
た
。

問　
事
業
の
成
果
を
伺
う
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛

が
長
期
化
し
た
高
齢
者
に
心

身
の
健
康
維
持
を
図
る
目
的

で
実
施
し
た
。
事
業
指
標
の

目
標
値
は
ギ
フ
ト
申
込
み
率

94
％
に
対
し
実
績
値
は
90
・

３
％
。
申
込
み
が
な
い
方
へ

は
戸
別
訪
問
を
実
施
、
不
安

を
抱
え
る
方
や
日
頃
か
ら
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
方
に
も
お

会
い
で
き
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
介
護
予
防
事
業

等
を
案
内
し
た
ほ
か
、
困
難

ケ
ー
ス
と
し
て
対
応
を
検
討

し
て
い
た
方
か
ら
連
絡
が
来

て
支
援
に
つ
な
が
っ
た
な
ど

の
成
果
も
あ
っ
た
。

問　
事
業
の
経
緯
と
成
果
を

伺
う
。

答　
令
和
２
年
の
夏
頃
、
コ

ロ
ナ
禍
で
子
育
て
世
帯
が
安

心
で
き
る
生
活
と
打
撃
を
受

け
る
市
内
事
業
者
を
同
時
に

支
援
す
る
た
め
、
即
効
性
の

あ
る
事
業
と
し
て
企
画
し
た
。

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
用
途
の
広
さ
を
生
か
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
て
レ

シ
ー
ト
を
活
用
し
た
事
業
と

し
た
。
有
効
期
間
は
あ
え
て

９
月
か
ら
２
か
月
間
の
短
期

と
し
、
広
報
も
強
化
し
た
結

果
、
対
象
者
の
約
９
割
に
御

利
用
い
た
だ
き
、
一
定
の
支

援
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

問　
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
一
体

型
モ
デ
ル
事
業
の
評
価
を
伺

う
。

答　
学
童
ク
ラ
ブ
と
ふ
っ
さ

っ
子
の
広
場
に
交
流
機
会
を

設
け
、
広
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
も
参

加
で
き
る
。
事
業
開
始
は
令

和
２
年
４
月
だ
が
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
当
初
は
事
業
を
行

え
ず
、
対
策
の
上
７
月
以
降

走
り
方
教
室
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
体
験
な
ど
様
々
な
事
業

を
実
施
。
児
童
、
保
護
者
か

ら
は
大
変
好
評
で
、
家
庭
の

状
況
等
で
児
童
の
交
流
が
限

定
さ
れ
ず
に
学
び
の
場
や
体

験
の
場
を
広
げ
ら
れ
た
こ
と

は
高
く
評
価
で
き
る
。

問　
調
査
内
容
と
そ
の
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
東
福
生
駅
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
に
基
づ
く
移
動
等
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本

方
針
に
定
め
る
駅
と
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
向
け
た
調

査
を
行
う
も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
八
王
子
支
社
と
協
定
を

結
び
実
施
し
た
。
既
存
構
造

物
や
駅
周
辺
の
調
査
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
自
由
通
路
等
の

配
置
及
び
概
略
検
討
を
行
い
、

調
査
結
果
と
し
て
は
、
既
存

跨
線
橋
の
東
西
及
び
ホ
ー
ム

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
案
と
自
由
通
路
を
新
設
す

る
案
の
２
つ
が
出
て
い
る
。

問　
実
施
に
際
し
ど
の
よ
う

な
検
討
を
行
い
、
感
染
防
止

対
策
を
行
っ
た
の
か
を
伺
う
。

答　
市
民
会
館
の
収
容
人
数

は
、
国
・
都
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
基
準
を
満
た
し
、
来
賓
者

数
縮
小
等
で
２
席
に
１
人
の

座
席
を
確
保
。
ま
た
、
マ
ス

ク
着
用
、
検
温
、
消
毒
、
ア

ク
リ
ル
板
設
置
、
換
気
の
徹

底
等
、
一
般
的
な
対
策
の
ほ

か
、
受
付
の
分
散
や
座
席
の

把
握
、
式
典
の
縮
小
、
分
散

退
館
、
記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

増
設
等
、
最
善
の
感
染
症
対

策
を
講
じ
ら
れ
る
と
判
断
し
、

式
典
を
無
事
に
挙
行
し
た
。

答　
令
和
２
年
度
末
の
利
用

は
５
７
９
件
で
、
こ
の
う
ち

約
90
％
が
日
本
語
利
用
だ
っ

た
。
令
和
３
年
１
月
に
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
ス

ピ
ー
カ
ー
の
利
用
実
態
を
把

握
す
る
た
め
ユ
ー
ザ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
言
語
の
追

加
希
望
は
な
か
っ
た
が
、
積

極
的
な
広
報
や
外
国
語
で
の

災
害
対
策
や
子
育
て
の
情
報

発
信
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
。

問　
修
繕
料
１
５
６
３
万
円

の
概
要
を
伺
う
。

答　
本
庁
舎
や
議
場
の
出
入

口
、
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
な
ど

の
自
動
ド
ア
計
18
か
所
を
一

斉
修
繕
し
た
。
設
置
か
ら
10

年
以
上
経
過
し
、
推
奨
部
品

交
換
年
数
も
５
年
か
ら
７
年

で
あ
る
た
め
開
閉
装
置
や
人

感
セ
ン
サ
ー
を
全
て
交
換
し

た
。
予
算
額
１
４
２
８
万
円

か
ら
は
増
加
し
た
が
、
計
画

的
修
繕
以
外
に
も
25
件
実
施

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

高
齢
者
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

配
布
事
業
に
つ
い
て

東
福
生
駅
調
査
委
託
に
つ
い
て

Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
市

税
収
納
強
化
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
事
業

に
つ
い
て

多
言
語
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
等
に
関
す
る

実
証
実
験
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

生
活
に
困
窮
さ
れ
た
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て

庁
舎
内
設
備
の

修
繕
に
つ
い
て

福
生
市
事
業
継
続
応
援
金

の
給
付
に
つ
い
て

成
人
式
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

▲令和２年度一般会計決算を起立多数で認定

令和 2 年度　一般会計決算の款別内訳 （ ）内 の 数 字 は 合 計 に 占 め る 割 合

令和 2年度 令和元年度歳　入 歳　出

諸収入
地方譲与税
分担金及び負担金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金
配当割交付金
財産収入
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村助成
交付金等

災害復旧費
農林水産業費

歳入合計　320 億 1,787 万 2,026 円 歳出合計　313 億 6,274 万 1,635 円

国庫支出金

市　　　税

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

市　　　債

繰　越　金

繰　入　金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

商　工　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

諸 支 出 金

消　防　費

公　債　費

議　会　費

そ　の　他

115億9,586万5,540円（36.2％）

80億4,573万3,572円（25.1％）

37億9,770万8,610円（11.9％）

24億9,248万8,000円（7.8％）

17億2,066万2,000円（5.4％）

6億8,014万3,331円（2.1％）

12億1,824万5,000円（3.8％）

7億7,911万2,000円（2.4％）

3億6,336万2,948円（1.1％）

7億2,430万1,096円（2.3％）

6億24万9,929円（1.9％）

122億2,101万7,695円（39.0％）

61億2,129万5,049円（19.5％）

30億8,502万3,239円（9.8％）

21億3,393万2,044円（6.8％）

16億3,460万3,864円（5.2％）

15億2,947万8,482円（4.9％）

23億9,609万4,814円（7.6％）

2億6,909万2,190円（0.9％）

7億3,164万5,180円（2.3％）

10億8,592万1,811円（3.5％）

1億5,463万7,267円（0.5％）

〜〜

令和２年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）
一 般 会 計 32,017,872,026円 31,362,741,635円 655,130,391円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,574,228,491円 6,240,535,247円 333,693,244円
介護保険特別会計 4,615,373,205円 4,380,819,158円 234,554,047円
後期高齢者医療特別会計 1,334,844,365円 1,306,710,230円 28,134,135円

総 合 計 44,542,318,087円 43,290,806,270円 1,251,511,817円

下水道事業会計
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,624,048,796円 1,352,162,099円
資 本 的 収 支 364,944,968円 865,924,915円


